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＜活動内容＞ 

寒天遊び 

＜準備品＞ 

寒天 お湯 食紅 寒天を固める容器 たらい 

＜活動の流れ＞ 

タライの中に固めた寒天に触れ、細かくなった寒天をビニール袋に入れ触れてみる。 

＜子どもの様子＞ 

寒天にパッと手が伸びる子もいれば、見た目から触れることが出来ない子もいた。数名が手に沢山寒天がついて楽しそうに遊ぶ場面を見て、安心したの

か、遊び始める姿があった。手に寒天がついたまま、動き回る子もいた。 

＜子どもの声＞ 

つめたいね いっぱいあるからたくさん触れるね きもちいいね 

＜振り返り＞ 

充分な量を用意することで、子ども達が満足できた。直接触れてみた後に、あえてビニール袋に入れたものを触ることで感触の違いを感じることが出来た

のではないか。 


